
                     福 島 支 部 だ よ り        令和７年６月１５日（１）                                                                                                      

                       

 

 

 

 

 

 

ごあいさつ 

福島支部長 齋 藤 文 和  

 

令和７年度退公連           

福島支部の活動が， 

５月１１日（日）の 

代議員会をもってス 

タートしました。引 

き続き行われた交友 

会では，福島テレビ 

で気象予報士として 

活躍されている 

齋藤恭紀（やすのり） 

さんから天気の変動

への対応・地震への心構えなど豊富な資料を

基に講演いただきました。楽しく，それでい

て真摯な語りに引き込まれた時間でした。続

いて行われた懇親会も含め，より多くの会員

に味わってほしいと思ったものでした。 

昨年度から私たちの活動はコロナ禍以前の

活動にほぼ戻ることができました。中でも，

昨年９月にパルセ飯坂で６年ぶりに開かれた

県大会では，多くの方々にお世話になりまし

た。改めて感謝申し上げます。伊達支部，安

達支部からも支援いただき，つつがなく実施

できました。定年延長もあって若い力が結集

しにくい状況があり，裏方の人手不足が心配

されましたが掛け持ちで働いてくださった方

もおられて乗り越えることができました。 

さて，今年も年金問題が国会で取りざたさ

れています。本稿が皆様のお手元に届くころ

には国会審議は終わっていることと思います

が，高齢社会となって年金の財源問題は止む

ことがありません。現役世代の方々の中には

自分たちは年金をもらえなくなる！と心配し

ている方が多いと聞きます。日公連本部の方

々が関係機関に陳情したり要請したりと働き

かけていらっしゃいますが，状況は厳しいよ

うに感じます。私たち一人一人が関心をもっ

て推移をみていく必要があると感じます。 

ところで，昨年も研修旅行や年金研修会で

は会員以外にも参加される方がおられ，交流

を深めるとともに退公連活動について理解い

ただく機会になりました。退公連の会員の中

には地域貢献を厭わない※方々が多くおられ，

私たちもそれを誇りとしているのですが，退

公連の存在が社会に広く理解されているわけ

ではありません。活動の場に会員以外の方も

加わって交流する中で賛同いただける方が多

くなれば素晴らしいことだと思います。昨年

から退公連のホームページが開設されていま

す。今年は各支部の活動を紹介するスペース

が増えてきています。私たちの活動について

理解が深まり，活動を共にする仲間が増える

ことで年金制度の維持・発展につながり，現

役世代の方々も安心して年金受給の時を迎え

られるようになることを願っています。 

※ 厭わない（いとわない） 

 

 
                              交友会で講演をする齋藤さん 

                               

                              役 員 消 息 

                               今泉満臣様が副支部長を退任 

                                 され，県副会長に就任されまし 

                                 た。後任の副支部長には久野浩 

                                 様が就任され，また，年金部長 

                                                                             に吉田政弘様が就きました。 
                              （四面をご覧ください） 

車 

第 8 ８ 号
発行所 

福島県退職公務員連盟福島支部 

〒960-8043 福島市中町 5-21 

      県 消 防 会 館 内 

TEL/FAX  （024）522-0612 

発行者   齋  藤  文  和 



（２）令和７年６月１５日        福 島 支 部 だ よ り                                                                                                      

 

 

 

午後６時３０分になると我が家のテレビ

は福島テレビに切り替わります。勿論，自

動ではなく手動です。気象予報士斎藤さん

のコーナーが始まります。「weather is 

entertainment」という言葉からスタート

した斎藤さんの講演は，視聴者一人一人に

情報を伝え，熱く語りかけるテレビの斎藤

さんと同じでした。気象に関する情報から

災害の可能性を想定し，その対応策を訴え

るいつもの斎藤さん，福島県民の生活に心

を寄せる斎藤さんがいらっしゃいました。 

心に強く残った言葉を三つだけ記録しま

す。 

「そこに人がいなければ災害にならない」

社会情勢や地球環境が変容している今だか

らこそ，そこに住み，そこで仕事をしてい

る人々のために正確な気象情報と災害の危

険性を迅速に発信しなければならい。人間

には発信力がある。 

「地球温暖化で災害が増える」去年の平

均気温は観測史上１位を更新，１００年で

1.5℃上昇。熱中症などの熱災害が増加し

ている。暑さに身体を慣らす暑熱順化が必

要。また雨量が増大するためハザードマッ

プをチェック。今の居住地がかつてはどん

な所だったのか，国土地理院のデータから 

土地の履歴を調べることができる。江戸時

代に街道だった所は水害に遭わないとのこ

と。 

「地球は殻の割れた卵である」地震が多

い都道府県の第一位は福島県。福島盆地に

は西縁断層帯があり，大笹生から茂庭，桑

折町へと断層が走っていて直下型地震の可

能性があるとのこと。 

科学的なデータを基に災害のリスクを説

明する斎藤さんの姿から，なぜか１４年前

の報道が脳裏に甦ってきたのです。あの時，

平成２３年３月。テレビで繰り返し訴える

官房長官「政府，東京電力などが総力を挙

げて万全の対応に努めている。落ち着いて

対応してほしい」，福島市内の放射線量は

２０μシーベルト/ｈを越えていた。「直

ちに健康に影響を与える数値ではありませ

ん」緊急事態が発生したとき頼りにするの

は，公共放送，メディアからの情報です。

「落ち着いて対応してほしい」という言葉

や「直ちに」とオブラートに包んだ巧妙な

言い回しが繰り返されたあの時，どれほど

多くの人が被曝したことか。 

斎藤さんにはこれまで同様，科学的根拠

に基づいた情報，厳しい事実判断に裏付け

られた災害のリスクを報道してほしい。今

夜も６時半を楽しみにしています。 

 

 桜の聖母短期大学で，去る３月１７日に福島市と市内４大学・ 

福島商工会議所・県中小企業同友会福島支部でつくる「福島市産 

官学連携プラットフォーム」：「オンライン✕生涯学習 ～自分 

に合った学び方探しワークショップ～」があったので参加した。 

参加者たちがオンラインや人工知能（ＡＩ）を使った学習方法 

について考えた。学生や住民などが参加。県中小企業家同友会福 

島支部の長井英之さんが講師を務め，デジタルコンテンツを利用 

した学習例について解説。会話型ＡＩを利用した学習についても 

説明した。今やＡＩ時代であり，時代に遅れないように学習しな 

ければと痛感した次第である。 

講演「身近でできる災害対策 ～教えて斎藤さん～」を聴いて 

北沢又７ 山 寺 精 吉 様 

 

福島市産学官連携プラットフォームに参加して  笹谷１ 五十嵐 登 様 
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    企画 退公連福島支部 福祉部 

「一日研修旅行のご案内」 

……会津の仏教芸術に触れながら会津を再発見する旅…… 

 
 今回の研修旅行では、「会津三十三観音」が文化庁から「日本遺産」として認定された日本五大仏都

の一つである会津を訪れ、仏教芸術に触れながら会津を再発見する旅です。 

 お誘い合わせのうえ、多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

 

１ 目  的  旅行を通じて、感動や感激を分かち合うとともに、思い出をつくりながら、参加 

者相互の親睦を深めることを目的とします。 

 

２ 日  時  令和 7 年１０月２日（木） 福島駅西口バス乗場 ７：３０（出発）～１７：３０頃（解散） 

 

３ 目的地  法用寺（会津に現存する唯一の三重塔・金剛力士立像等国重要文化財多数） 

         勝常寺（国宝木造薬師如来座像・平安初期の仏像等国重要文化財多数） 

           恵隆寺（十一面千手観音立像（国重要文化財）・二十八部衆等の仏像が多数） 

 

４ 行  程 (道路交通状況やトイレ休憩等により多少の時間変更があります。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 交通機関     福島県北交通（株） あきば観光（大型バス１台） 

             （☎024-577-0206 伊達市梁川町広瀬町７ 取扱管理者 佐藤繁子）  

６ 参加応募人数  ３５～３８名（申し込み順とし、定員になり次第締め切らせていただきます。） 

７ 必要経費（集金額） おひとり １１,０００円 

  ★ 必要経費にはバス代・高速料金・添乗費・昼食代・集合写真・通信費等が含まれます。 

★ 昼食は、喜多方市内の「蔵屋敷あづまさ」でおとりいただきます。 

※ ９月９日以降の参加取り消しの場合は、バス代等の経費は頂きます。 

※ 集合写真撮影は「法用寺」「勝常寺」又は「恵隆寺」で予定しております。 

８ 必要経費の納金方法 

★ １1,０００円を下記口座に振り込んでください。（振込手数料は申込者負担） 

 

 

 

※ 納金は、令和７年９月８日（月）までにお願いします。 

９ その他 

※ 参加の問い合わせや急に参加できなくなった場合等は、下記にご連絡ください。 

事務局長（川﨑康宏・かわさきやすひろ）   ☎０９０－５２３９－１４４９ 

福祉部長（甲賀  敬・こうがたかし）        ☎０８０－１８０１－００１６ 

集合：福島駅西口バス乗り場 ７時１５分（時間厳守） 

７時３０分福島駅西口出発→福島西 IC→（東北自動車道・磐越自動車道）→新鶴スマート

IC→法用寺→勝常寺→喜多方市内で昼食・散策・買い物→恵隆寺→道の駅「あいづ湯

川坂下」→会津若松 IC→（磐越自動車道・東北自動車道）→福島西 IC→福島駅西口（午後

５時３０分頃到着） 

（※）法用寺と勝常寺では住職さんから仏像や仏教文化等についてご説明（解説）をいた 

だく予定です。 

（※）喜多方市内では昼食をおとりいただいた後、市内散策等を予定しています。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東邦銀行 笹谷支店 普通預金 口座番号 ４５３４１７ 

福島県退職公務員連盟福島支部 福祉部長 甲 賀  敬 
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     おめでとうございます       

百歳賀寿 

  鴫 原 ト ミ 様（六区 １・教職） 

春の叙勲 

瑞宝小綬章 

  森 合 正 典 様（渡利  2・県職） 

瑞宝双光章 

  本 多 博 一 様（矢野目 ・警察） 

高齢者叙勲 

瑞宝双光章 

  上 榁 宗 次 様（蓬莱 2・県職） 

  神 林 哲 男 様（四区 5・県職） 

   新入会員です，宜しくお願いします。  

阿 部 洋 己 様（笹谷  1・教職） 

  手 塚    浩 様（吾妻  3・警察） 

  久 野   浩 様（岡山  4・警察） 

  尾 形 幸 子 様（杉妻  1・県職） 

  佐 藤 秀 紀 様（吾妻  3・教職） 

  佐 藤 浩 一 様（南向台 ・警察） 

支部新役員です 宜しくお願いいたします。 

  久 野   浩 様（岡山4）副支部長 

  吉 田 政 弘 様（清水7）年金部長 

  鈴 木 忠 夫 様（笹谷1）総務部員 

 

   

田 崎 宗 寿 様（瀬上  1・教職） 

安 部    茂 様（蓬莱  1・県職） 

泉     清 様（北沢又6・教職） 

高 橋 町 子 様（清水 5・警察） 

徳 永 勝 男 様（渡利 9・県職） 

出 牛 フサ子 様（鎌田  5・教職） 

若 林 隆 一 様（飯野 １・教職） 

半 澤 チ イ 様（区   外・教職） 

杉 森 敏 夫 様（笹谷  5・教職） 

太 田 勝 明 様（笹谷  2・県職） 

持 地 隆 一 様（二区  2・教職） 

菅 野 正 勝 様（区  外・教職） 

佐 藤 好 助 様（笹谷 ４・警察） 

生前のご功績を偲び，心よりご冥福をお祈り

申し上げます。 

 

          支部だより８７号にて 

         お知らせいたしました日 

公連新聞発行が，「隔月・偶数月発行」とな 

りました。これに伴い「県会報の発行」も４・

８・１０・２月の４回となります。そして， 

「支部だより」は年３回，６月・１０月・２月

の発行となりますので，御了承ください。従い

まして，新聞その他の資料配付は原則偶数月と

なりますが，緊急かつ必要性に応じて奇数月に

資料を配付する場合もありますので御了承くだ

さい。 

 

         頭と心の体操 

 

前回のマッチ棒問題の解答です。（マッチ棒

は全て使用します。） 

              

          答え 

 

 

 

 

小さい正三角形を二つをこわし，一つ作れば正

解です。（上下左右を問いません） 

 それでは難問？です。上の答えからさらにマ

ッチ棒を２本だけ動かして正三角形を４つにし

てください。 
（図はいびつですが，正三角形６つで作る正六角形と見

なしてください。ヒント：正三角形はマッチ棒１本が一

辺とは限りません。正三角形は必ず頂点または辺で繋が

るようにしてください。） 

 
県退職公務員連盟がホームページ 

を開設しています。是非アクセス 

してみてください。今後は，支部 

行事予定も掲載する予定です。 

https:／／fukushima-taikouren.com 

 

※「福島市産官学プラットフォーム」解説 

 福島市内の３大学と２短期大学の特色や

各大学，短期大学の保有財産を有効活用し

大学間の連携，福島市及び福島商工会議所

や市内企業等との連携を進めるためのプラ

ットフォームです。また，「YouTube オン

ライン講座」では，大学をはじめ各機関の

教員や企業家などが講師を務める講座を開

設し，市民へ幅広い学びの場を提供してい

ます。 
 

 「年金改革法案」が衆議院を通過しました。持続可

能で目減りしない制度維持や基礎年金の底上げのた

めの清浄な財源確保を叫びたい。 

編集後記 

お悔やみ 

お知らせ 

https://fukushima-taikouren.com/

